
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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授業時の様子
ワークシート

授業時の様子
ワークシート

授業時の様子
ワークシート

鉛筆の使い方を学ぶ ・鉛筆の知識や扱い方について理解し、技術を身に
つける。

デッサン 身近なもののデッサン

絵画・デザイン

絵画・デザイン

第
2
学
期

単元名 学習項目

彫刻 粘土で塑像

2 学科・学年・学級 第1 学年 1~8 組

副教材等 配付資料（プリント）美術１（光村図書）

単位数

第
１
学
期

デザイン・絵画 想像上の生物の
デザイン・デッサン

・創造的な表現の構想を練り、デッサンをする。

・創造的な表現を立体制作で表す。

・材料の特性を生かし、表現する。

学習内容や学習活動

仮想店舗の広告制作 ・自分自身を改めて把握する。

・目的、機能、美しさなどを考え配置する。

仮想店舗の広告制作 ・広告の伝達性を考え、わかりやすく美しく構成す
ることができる。

評価の材料等

令和8年度　　　　　芸術科　　「　美術Ⅰ　」シラバス

教科書

単元名

　　美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の美術や美術文化と
幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表す
ことができるようにする。
（2） 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造的に発想し構想を
練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
（3） 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美術文化
に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評価の材料等

・創造的な表現の構想を練る。

鑑賞 完成作品の鑑賞 ・自他の作品を鑑賞して感じたことを言語化する。

学習項目 学習内容や学習活動

絵画 オリエンテーション
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

授業時の様子
ワークシート

授業時の様子
ワークシート

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

ハンコの彫像 ・創造的な表現を彫像と構図で表す。

デザイン・彫刻 紋様の制作 ・テーマに沿った下絵を描く。

第
2
学
期

・材料の特性を生かし、表現する。

彫刻 つづき　粘土で塑像 ・創造的な表現を立体制作で表す。

思考・判断・表現

鑑賞 完成作品の鑑賞 ・自他の作品を鑑賞して感じたことを言語化する。

知識・技能

主体的に学習に
取り組む態度

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け、意図に応じて表現方法を創意工夫し、表
している。

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主
題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めている。

・美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組んでいる。

鑑賞 完成作品の鑑賞 ・自他の作品を鑑賞して感じたことを言語化する。

彫刻 押印 ・形と色等の造形的要素の働きを考えて構図を練
る。

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

作ることを楽しみましょう。写実的に描くだけが美術ではありません。単元ごとに様々な技法に挑戦します。自分の得意な制
作方法を見つけてください。授業に集中し、時間・提出物の期限を守りましょう。制作だけでなく後片付けも授業の一貫で
す。個人用はもちろん共用の道具が沢山ある為、大切に扱いましょう。次の人の為に、１週間後に使用する自分自身の為に、
教室全体の美化を保つよう努めてください。

第
3
学
期


